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国産超高張力鋼および溶接部の

　　基準設定に関する研究

一UH委員会昭和41年度共同研究報告一

藁

昭和44年3月31日

社団法人日本溶接協会
鉄鋼部会技術委員会UH委員会
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1．緒 口

昭和4。年臨樋による研究i）では、・8Nl－9C。一5M。（・U）、4Nl一・2Cr一・2C。一5M。（2U）

の2種のマレージング鋼と300M型低合金マルテンサイト鋼（3U）の板厚5～6㎜の材料について、破壊じん性、

延性試験、溶接性の試験を実施した。

　昭和41年度計画では前年と同系統のマレージング鋼2種（2．1U）むよぴ（2．2U）にっい七引きつづき実験研

究を行なった。本年度は2．2U材のモデルチャンバの内圧破壊試験を含んでお鉱各種試験も2、2U材については板

厚2．2期と比較的小型のチャンバに相当する材料に重点をおいて試験研究を行なった。さらに本年度新たに行なった

研究としてはNAS　A試験にむける切欠半径の影響、遅れ破壊の研究があり、従来の研究と合わせて、将来ロケット

チャンバ用マレージング鋼の材質評価基準を設定するために必要な基礎資料が得られた。

　なむ、本研究を実施した委員会構成メンバーはつぎのとむりである。

鉄鋼部会、技術委員会、UH委員会構成

主　　　査

副　主　査

幹　　　事

委

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

員

○　　安　藤　良　夫

O　　田　村　　　博

O　　今　井　保　穂

　　　上　田　正　雄

　　　内を．虎　蔵

O　　深　瀬　幸　重

　　　金　沢　　　武

　　　森　　　　大吉郎

　　　飯　田　国　広

　　　川　井　忠　彦

○　　町　田　　　進

○　　岡　林　邦　夫

○　　小　林　卓　也

　　　飯　高　洪　男

　　　稲　垣　道　夫

O　　春日井　孝　昌

　　　松　田　福　久

　　　岡　本　淳二郎

　　　大　野　　　章

　　　太　田　幹　二

　　　塚　本　睦　世

　　　坂　部　喜代三

（東京大学原子力工学科）

（東京工業大学生産機械工学科）

（防衛庁技術研究本部第1研究所）

（川崎製鉄㈱技術研究所）

（石川島播磨重工業㈱技術研究所）

（日本冶金工業㈱研究部）

（東京大学船舶工学科）

（東京大学生産技術研究所）

（東京大学原子力工学科）

（東京大学生産技術研究所）

（東京大学船舶工学科）1

（東京大学原子力工学科）

（船舶技術研究所溶接工作部）

（　　　　　〃　　　　　　）

（金属材料技術研究所溶接研究部）

（　　　　　〃　　　　　　　　　）

（大阪大学溶接工学科）

（八幡製鉄㈱技術開発部）

（富士製鉄㈱　　〃　　　）

（日本鋼管㈱技術部）

（川崎製鉄㈱技術開発部）

（㈱日本製鋼所技術部）

1）　日本溶接協会鉄鋼部会技術委員会UH委員会、・150～200Kg／翻2級超高張力鋼の溶接ならぴに破壊靱性に関する研究’

　（1967727）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一
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（三菱製鋼㈱技術部）

（住友金属工業㈱東京技術部）

（㈱神戸製鋼所溶接棒事業部）

（　　〃　　　鉄鋼事業部）

（日本冶金工業㈱研究部）

（石川島播磨重工業㈱技術研究所）

（　　　〃　　　　　呉造船所）

（三菱重工業㈱機械設計部）

（日産自動車㈱宇宙航空部）

（（社）溶接協会）

Oは取りまとめ担当者
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